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令和5年度第1回和泉市こどもまんなか会議 当日意見等について 

委員等意見・質問等 当日回答 備考 

案件①（報告）前回会議（R5第1回こども・子育て会議）当日の質問と回答について ： 質疑なし 

案件②（報告）国の動向について（こども大綱、量の見込みの算出等の考え方） ： 質疑なし 

案件③和泉市こども計画策定方針について ： 案件③に限らず、委員それぞれの計画に期待することなど広く意見を求めた。 

１ 

（大場委員） 

サービスの従事者の賃金などの環境を良くして、こどもたちに余裕

をもって接していけるように取り組んでいただきたい。また、アンケ

ートについて、前回は量も多かった。ＷＥＢの活用や回答者への謝礼

など効果的に実施できるよう工夫してほしい。また、どれだけの予算

がかかるのかについて聞きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷などの経費もかかることから、有効な情報の入手を検討してほ

しい。 

（当日回答） 

国から、サービスの量の見込

みを行うことが義務付けられて

おり、国や府からの案が届いて

おり、アンケートの量は前回同

様程度ある状況。ＱＲコードなど

からWeb等で回答していただ

けるよう工夫したい。 

予算については、アンケートの

みではなく、策定支援事業委託

料として、１１００万円計上して

いる。まだ業者も選定できてお

らず、契約もまだできていな

い。 

 

検討します。 

（その後の進捗等） 

アンケートの量は前回同様程

度ですが、ＱＲコードなどから

Web等でも回答できる仕様で

準備中です。 

 策定支援事業者は、㈱HRC

コンサルティングと880万円

で契約しました。 

 アンケート以外の方法とし

て、こどもや若者の意見を聴

取・反映するためにワークショ

ップなどの手法を検討してい

きます。 

２ 

（橋本委員） 

「こども」の表現について、「子ども」など複数の表現がある理由は

何か。 

職員の処遇改善は大切だ。また、保育ＤＸ、子育てＤＸなど言われ

（当日回答） 

「こども」、「子ども」の標記の

問題については、法律に則し

て、標記しているためです。わか

（その後の進捗等） 

 保育体制強化を図るため、保

育支援者や園外活動時の見守

り等支援員の配置に要する費
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ているが、ＤＸを進めることで、伴走型支援など、支援が進むことが

できればいいと思う。 

りにくいところがあるので、今

後は検討したい 

ＤＸに関しては市全体として

取り組みを進めているところ、

子育て分野については市役所へ

来ることなく手続きを進められ

ることや、支援の際にデータを

根拠に行えるような仕組みづく

りが課題。 

用の一部を補助することにつ

いて、只今議会でご審議いた

だいております。 

３ 

（内藤委員） 

こどもの意見反映の話で、０歳でも意見があるという話はその通り

だ。こどもは大人をよく見ている。一人の人間として尊重するという

ことを市民に広めていくことが大事。 

誰でも通園制度が国で準備されている。家庭保育の未就園児対象

に集団保育の経験ができるなどのいいところがある。こども計画の

策定に合わせて進んでいくのがいいと思う。和泉市の方向性はどう

なっているのか。 

（当日回答） 

こども誰でも通園制度につい

ては、和泉市としては、待機児

童もあることから、実施に向け

て課題がある。令和６年度は、本

格実施に向けた試行的実施とな

っており、和泉市としては、情報

収集に努めている。 

（その後の進捗等） 

こどもや若者の意見反映の

手法について検討していきま

す。 

「こども誰でも通園制度」に

ついては、こども計画策定に

あたってのニーズ調査でも就

学前のこどもの保護者から利

用意向を把握するように努め

ます。 

４ 

（弓削委員） 

孤立する母親を支援するためにエンゼルハウスがあるが、こども誰

でも通園制度の話は何か重複するように思う。今の利用者は、働く母

親の育休中の利用が多い。むしろここに来られない人たちの状況を

どう拾っていくのか。 

また、こどもの意見反映はとても大事だと思うが、どのようにやっ

たらいいのか思いつかない。絵に描いた餅にならないようにと思う。 

（当日回答） 

 支援の場に来られない方々の

拾い上げ方については、データ

の活用などが考えられる。 

 

５ 

（岡田委員） 

こども計画の策定には、貧困の対応についても世帯全体について

の様々な情報共有など、実質的な行政の全庁体制が必要。 

（当日回答） 

学校現場と行政の連携につ

いては、学校発信の連携が多か

ったと思う。学校で支援の必要

（その後の進捗等） 

 こども計画の策定に向けて、

事務局である子育て支援室、

こども未来室だけではなく、全６ （若林委員） 
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学校と行政の連携が必要。学校だけではバックグラウンドが見えに

くく、行政との連携の仕組みを作れば、より見えやすくなると思う。 

な家庭を見つけたら学校から行

政に発信していた。これからは、

行政発信の形もとって、行政が

リスクを発見したら学校が応え

る、双方向で連携していきた

い。人材の点では、専門人材の

配置、教員の負担軽減の人員配

置を検討している。 

 

こどもの権利では、学校やクラ

スは、小さな社会なので、日常

の中で学べるよう、児童会、生

徒会活動などの中で学んでいけ

るようにしたい。 

 

申請主義の問題については、プ

ッシュ型の通知などを検討した

い。申請窓口以外にもいろんな

人の意見を聞く仕組みについて

も検討したい。子育て支援以外

の関係課との連携についても検

討していきたい。 

庁的に取り組むことができる

よう、2月2日に第1回の庁内

連絡会議を開催したところで

す。 

７ 

（原田委員） 

中学校の現場では、進路の話が出た時に私立への進学の際の学費

の問題が出たりいろんな課題が見えたりする。子供一人に関わる支

援でも相談しながら進める必要がある。行政ともつながっていれば、

取り組みが広がっていくのでは。 

８ 

（大槻委員） 

 支援が必要と思われる人が申請しない事実がある。新しい取組みの

中でその部分を埋めていける、頼ってもらえるいい制度ができたら

と思う。２９万人の史上最大の不登校が出ている。今は、公教育だけ

ではなく、民間やフリースクールも含めて、こどもを支援する体制を

作る時代になっている。支援を受けたこどもが次は支援する側にな

るようにしていきたい。 

９ 

（岡委員） 

 自分の本当に相談したいことを探す、相談する場にサポートステー

ションはなっているが、それでも働いている人はダメという規定があ

る。本当は、働いている人、働いていない人、働きたくない人、働きた

い人に関わらず、みんなの声を聴くことが大事。そこから始めてほし

い。 

１０ 

（安原委員） 

大人が主導でつくる制度に対し、こどもの意見を反映するというこ

とが求められている。小さなころから、こどもたちに権利があること

を教えられていないなかでは、意見を言えない。意見を言う子は、大

人の気に入る意見を言う傾向にある。 

小さなころから、自分の意見を言っていいこと、権利を主張しても

いいこと、そのうえで、他に迷惑をかけないよう、集団で動くために

みんなで話し合う。そのような取り組みを保育園等の場で取り入れら

れたらいいと思う。 

１１ （会長） 
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 求められている取り組みは、こどもだけで完結するわけではなく、

地域福祉や生活保護などとリンクするものなので、各課としっかり連

携をとって計画策定の取り組みをしていただきたい。 

副市長挨拶 

― 

（吉田副市長） 

 予定時間を超えての審議にお礼したい。 

本日の審議の内容は次の会議の冒頭で振り返りを行いたい。 

和泉市独自のビジョンを提示していきたい。和泉市の強み、弱みを踏まえた和泉市独自の計画づくり

を行いたい。そして、子育て、教育現場を市全体で支える体制で臨んでいく。 

本日は、多様な視点で意見をいただき、気づきを得た。今後もご協力願いたい。 

 

 


